
 
郡市中体連大会完全燃焼！女子バドミントン、卓球、

空手道、水泳は県中体連大会へ！ （結果は裏面参照） 

昨年度は、新型コロナウイルス感染症拡大により実施できなかっ

た郡市中体連大会を選手は勿論、応援にきていただいた保護者の皆

様の感染対策による協力により、無事に開催できましたことを感謝

申し上げます。そして、選手たちが最後まで各会場で、勝利を信じ、

「あきらめない、最後まであきらめない」の田浦中スピリッツを忘れずに、持てる力を発揮したこ

とを嬉しく思います。県大会の出場権を得た選手の皆さんは、芦北・水俣の代表として、運営にあ

たる方や保護者、監督・コーチへの感謝の気持ちを持ち、思いっきりのよいパフォーマンスを見せ

てきてください。先月は、中体連大会のみならず、給食センター櫻田先生による食育講話（１日）、

１年集団体験教室（１０・１１日）、学校評議員会（１４日）、教育相談（２１日～）、期末テスト

（２８日～）がありました。１年生は、あしきた青少年の家での体験を中心に、クラスの絆を深め

ることができました。学校評議員会では、評議員の皆さんに学校経営方針を説明し、授業参観を通

して、生徒の様子を見ていただきました。後半の教

育相談期間中は、「黙々タイム」を設けて、自分で期

末テストに向けた計画を立てて、自学の時間を設定

し、家庭学習につなげる取組を行いました。来週ま

でには、テスト結果は本人に配付されると思われま

すので、ご家庭でも確認をされてください。 

田浦中「生徒会人権宣言」から「学級人権宣言：行動項目」へ 

６月は、県内小中高等学校が一斉に「心のきずなを深める」月間として、いじめや差別をなくす、

いじめや差別を許さない学級・学校づくりに取り組みました。本校では、７月５日（月）に生徒会

執行部の企画で各学年の「学級人権宣言」が披露されました。１年生は、「虹 一人一人の個性を

尊重し合う、誰かが失敗しても、励まし合う 等」、２年生は、「２の１スピリッツ 自分の発言や

行動には責任を持つ、本音を出し合えるクラスに 等」、３年生は、「希望を胸に夢実現 一人一人

の進路実現を妨げない、チクチク言葉を使わせない 等」を代表が発表しました。人間の居場所を

奪う言葉は暴力です。自分をいつも省みて人を傷つける言

動をしていないかと自問することが大切です。各学年とも

に、人権学習を終え、クラスの実態を踏まえ、しっかり話

し合ったことが発表からうかがえました。今後は月ごとに

振り返りを行い、自分たちの手でよりよい学級をつくり、

「笑顔あふれる学校」をみんなでつくっていきましょう。 

 
『芦北町立田浦中学校』で検索を 田浦中ＨＰで随時情報発信をしています。 
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「己の欲せざる所は人に施すことなかれ」【論語】は、「（自分がして
ほしいことは人にもしてあげる、）自分がしてほしくないことはしな
い。」このことを心がければ、いじめをなくすことにつながります。 
 
礼を知らざれば以て立つこと無きなり 。」（論語）とは、「礼
儀作法をしっかり身に付けていないと、自立した大人にな
れない。」というの意味です。 

  


